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レポートボックス５ー２　応用線形代数
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，α = 1 に対して Cα := {x ∈ R2 | xTQx = α} とする．さらに

T = {x ∈ R2 | x1 − x2 = 0}とする．z ∈ Cαの T への直交射影が y = (1−
√
3
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√
3

2 )T であると
き，z ∈ R2を求めよ（ヒント：そのような z ∈ Cαは 2つあるが、そのうち一つでも求めれば
答えとしては十分である）．

2. 次の複素正方行列のGersgorinの円を全て求めよ．ただし，固有値を求める必要はない． 5i 1 + i 0
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